
専門修練医カリキュラム －腎臓・高血圧内科コース－ 

腎臓・高血圧内科では臨床や研究に意欲のある方を募集しております。当診療科

ではサブスペシャリティ専門医（腎臓病）を取得するためのキャリア形成が可能で

す。また、当診療科では多施設臨床試験、他診療科との臨床研究、研究所との共同研

究など活発な研究活動を行っており、様々な研究に参加頂くことが可能です。さら

に、連携大学院（東北大学大学院医学研究科）の大学院生になって頂ければ、当セン

ターでの臨床研究の業績で学位取得も可能です。 

 

概 要  

腎臓・高血圧内科は、国立循環器病研究

センターの理念である「循環器疾患の究

明と制圧」を達成することを目標として

診療活動、研究活動を行っています。高

血圧は心血管系疾患の主要な危険因子で

あることが知られており、その病態の把

握、治療は合併症の発症、進展の防止に

重要です。最近では心腎連関症候群や慢

性腎臓病が注目され、脳血管疾患や心血

管疾患の治療に携わる医師は腎生理や腎

疾患の病態生理に目を向ける必要性が増

しています。腎臓・高血圧内科はこれら

を学ぶ上で最適です。  

本コースは高血圧、腎疾患の診断や治療

の研修とともに、それらと関連した心血

管疾患の病態や治療について研修するこ

とを目的とします。本コースの研修によ

って、高血圧及び腎疾患の診断と治療に

精通するとともに臨床研究を行い、また

それらを伴う循環器疾患患者の診療に豊

富な経験を積むことができます。  

 

専門医資格など  

当センターは、日本腎臓学会研修施設、日本透析医学会認定施設、日本高血圧学会認

定施設および日本循環器学会研修施設です。腎臓・高血圧内科の歴代スタッフ医師の

多くは、日本高血圧学会や日本腎臓学会などの評議員であり、日本腎臓学会、日本透



析医学会、日本高血圧学会、日本循環器学会、日本内科学会などの専門医や指導医で

す。当部門に在籍した専門修練医は、研修期間中に国内および国際学会での発表を行

い、また英文原著や和文総説の筆頭著者として論文を発表しています（最近10年間の

レジデント・専門修練医が筆頭著者の論文リスト参照）。 

 

経験する主な疾患と検査・治療手技  

1) 疾患リスト  

1. 高血圧：本態性高血圧、二次性高血圧（腎血管性高血圧、原発性アルドステロン症

など）、白衣高血圧、仮面高血圧など  

2. 腎疾患：腎不全（急性および慢性、保存期および末期）、糖尿病性腎症、糸球体腎

炎、多発性嚢胞腎、ネフローゼ症候群など  

3. 低血圧：起立性低血圧、神経調節性失神など  

4. 代謝疾患：糖尿病、高脂血症、高尿酸血症など  

5. 心疾患：虚血性心疾患、心不全、不整脈など  

6. 脳血管疾患：脳梗塞、脳出血など  

7. 血管疾患：大動脈瘤、閉塞性動脈硬化症など  

 

２）主な検査・治療手技  

１． 血圧モニタリング（24時間血圧測定、間接的連続血圧測定）  

２． 超音波検査（腎血流ドプラー、頸動脈エコーなど）  

３． 脈波検査、血管機能検査（脈波速度、中心血圧など）  

４． 他の画像診断（腎・副腎のCT、 MRI、 シンチグラフィー、レノグラムなど）  

５． 腎血管造影、分腎静脈サンプリング、経皮的腎血行再建術  

６． 副腎静脈 サンプリング  

７． 腎生検  

８． 自律神経機能検査（Head-up Tilt試験、血管内皮機能検査）  

９． 血液透析、持続的血液濾過、腹膜透析  

１０． 緊急降圧治療  

 

研修方法  

１） 臨床  

(1) 高血圧症、腎疾患患者の診療に関する研修  



(2) 血液透析等の血液浄化法に関する研修  

(3) 超音波検査による心、腎、血管の画像診断の研修  

(4) 脈波速度、血管機能検査の研修  

(5) 腎生険、腎血管造影および腎動脈経皮的血行再建の研修  

(6) 24時間血圧モニタリング、自律神経機能に関する研修  

２） 研究  

(1) 高血圧、腎疾患及び循環器疾患についての臨床研究の遂行  

(2) 高血圧、腎、心血管系の基礎研究、トランスレーショナル研究も可能  

(3) 研究成果の学会発表（国際学会、国内学会、研究会）  

(4) 研究成果の論文発表（原著論文、症例報告、総説）  

 

３） 患者受持  

平均患者受持ち数 3人前後 

 

４） 検査  

腎超音波検査、心超音波検査、頚動脈超音波検査、脈波検査  

 

５） 当直  

スタッフの指導のもとでの内科当直があります。  

 

回診・カンファレンス等の週間スケジュール  

火曜日15時：入退院紹介、回診 

木曜日16時：リサーチミーティング、生活習慣病部門ミーティング（連絡事項および

抄読会、糖尿病・脂質代謝内科と合同）、内科集談会  
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